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シイタケは古くから東アジアで食用に用いられてきた一方で、その機能性の研究も進められてきた。

1969年には、シイタケの子実体から抽出されたβグルカンであるレンチナンの抗腫瘍効果が報告され、

その後医薬品としての開発が進められ、抗がん剤として保険適用を受けるに至っている。またこれに

引続き、シイタケの菌糸体抽出物に対する免疫調節能及び抗腫瘍効果の研究が進められるようになっ

た。本セミナーでは下記の項目を中心に、シイタケ菌糸体抽出物の概要と有用性について解説したい。 

 

シイタケ菌糸体抽出物とは 

 シイタケの菌糸を固形培地で培養後，熱水抽出した茶褐色のエキス粉末である。その成分は単一で

はなく，抗酸化作用と肝臓保護作用を持つシリンガ酸・バニリン酸1や免疫調節作用のあるαグルカ

ンやアラビノキシラン2などが含まれている。安全性については，変異原性試験3，染色体異常試験3，

ラット反復投与試験4，ヒト投与安全性試験5が報告されており，食品成分として高い安全性が確認さ

れている。 

 

シイタケ菌糸体抽出物の免疫調節作用 

 2000年代に入り、癌免疫療法の効果が十分でない原因として、制御性Ｔ細胞を中心とする免疫抑制

機構の存在が注目されるようになった。すなわち、がん患者では免疫抑制が進行しているため、単純

に免疫機能を強化するだけでは、癌を抑制することが難しく、癌抑制のためには免疫抑制を解除する

ことが重要であるという概念である。シイタケ菌糸体抽出物はこの免疫抑制機構を解除することによ

り、生体の癌に対する免疫反応を回復させることが報告されている6.7.8。 

 

シイタケ菌糸体抽出物の臨床研究 

 シイタケ菌糸体抽出物の臨床研究は、我々も含め、複数の大学医学部が参加する研究会を中心に実

施されており、これまでにがん患者を対象とした有用性が複数報告されている。主なものとして、乳

癌術後補助化学療法時に併用した際の,QOL・NK活性の改善9、消化器癌の術後/再発癌化学療法時に

併用した場合のQOL，NK活性，LAK活性，免疫抑制糖タンパク（IAP）の改善10や化学療法の副作用

の軽減11、さらに、免疫細胞療法との併用による免疫抑制の進行抑制作用12などが報告されている。我々

のグループでも、乳がんホルモン療法施行患者において8週間摂取の試験を実施した。その結果、QOL

と免疫機能の改善が確認されたので、この結果についてもあわせて説明する13。 
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